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北海遂大学大学院教脊学研究科

紀要第 91号 2003if. 12月

乳児の食介助場面の相互行為的分析

一一社会的出来事としての食事一一

石黒広昭*

Analysis of Interaction Between a F eeding Infant and a Teacher 

From the Standpoint of “Meal-as-Social附Event"

Hiroaki ISHIGURO 

{要旨}本研究では，食事を社会的出来事として捉える立場から保育園における離乳食期の

C児 (11ヶ月)の食介効場面を検討している. C克は一人の保育者に一対ーで介助きれな

がら，パン，シチュー，煮物をベビーチェアに座って食べた.その分析日襟は，保育活動

における食介助構造を明らかにし，食事がどのような相互的関与の中で達成されるのか捉

えることである.ビデオデータの詳綿な検討の結果，次の特徴が明らかになった.(1)C児

がパンを食べる時，保育者の支援は間接的なものから庭接的なものへと移行していた.こ

れは保育者がC児を8ら能動的に食べる存在として期待していることによる.(2)シチュー

などで，保育者は「おいしかったね」とあたかも当事者であるかのような表現をした.こ

れはC児に対する価値的評備の先行付与である.(3)15長脊者は提供した食品に対するC児の

拒否を巡って交渉していた.本事例において保育者は，子どもの行為を補足する「協働者J，

子どもの行為を評価する「評価者J，子どもを新しい関心へと誘う「誘惑者」という三つの

役割を来たしていた.

[キーワード}食事，介効，保育，乳児，社会援史的アプローチ

1 .はじめに

1.1 発達の場としての食事
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食事は生存のための不可避的な出来事である.生物は生きるためには食べなくてはいけない.

だが，同時に人間の食事には次のような「社会的出来事」としての重要な特異性がある.

(1) 食事は一生躍を通じて継続的に行われる.食べ方，食べる状況，一緒に食べる相手など，

その形態は生援を通じて多様な変北を見せる.

(2) 食事は大人では個人的行為として遂行されることが多いが，乳幼見期の介助等に見られる

ように共同活動として行われることもある.

(3) 食事を成り立たせるためには，必ず誰かの間接的な，あるいは「援助Jが必要で、ある.食

品を作り，それを加工し，商品として売る他者，それを調理し，配膳する他者が必要で、ある.

そうした他者の行為を背後に背負う形で，眼前の食事は成り立っている.

キ北海道大学大学続教育学研究科教育臨床講座効教授
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(4) 食事は，多様な文化的人工物を用いて達成される社会的出来事である.食べ物，道具，食

事のマナー，儀礼などがそれぞれの食事をユニークなものとしている.

これまで，食事の発達に関して多様な関心が寄せられているが，その中心にあるのは栄養学

的研究(浜口・佐藤・小松， 1992)であり，子どもに適正な栄養最をとらせるための食事の工

夫が議論さFれている.また，食事は親子の愛羨形成のための重要な場だと指摘するものもある

(根岸， 2000).本研究では，食事がもたらすこうした栄養学的「成果」や情動的「成采」では

なく，食行為過程そのものに焦点をさきてる.

1.2 食行動の発達

食行動の発達に関する古典的研究ではゲゼル (1940; 1945)がある.ゲゼル (1945)は子ど

もの発達の様子を示す写真集である.そこから，食行動についての記述だけを取り出して整理

すると表1，表2のようになる.ゲゼルにとって，食行動の発達は基本的に個人的な食行為の

変化である.食事介助者として母親や父親が登場することがある(表1)が，その介助の詳細

は記述されていない.また，表2に示されているように 36ヶ月(3歳)になって rほとんどこ

ぼさないで一人で食べるJ ことができるようになると，それ以後， 42ヶ月(3歳6ヶ月)から

72ヶ月(6歳)まで食事に関する記述はまったく出現していない.つまり，ゲゼルにとって食

事は一人で食べることができるようになることによって完成するものであり，それはだいたい

3歳で成し遂げられるものだと考えられているようだ.食具についての記述も見られるが，そ

の詳しい技能の記述はない.また，食事をコミュニケーションや運動など他の機能と関係付け

て見ていないことも特徴的である.以上のことから，ゲゼルにとって食事は個人的な行為であ

り，様々な資源が複合的に関わる杜会的出来事であるという視点がないことがわかる.

日本における食行動の状況について知るのに適しているのは r増補乳幼見精神発達診断法

(津守・稲毛， 1997) j である.それは，子どもを検査者が直接調べるのではなく，子どもと

緒に生活をしている親がその達成を判断する検査である.稲毛(1997)はその 1959年と 1989年

の結果を比較している(表3). それぞれ通過率6割を達成基準として表示してある.それによ

れば， 1959年ーから 1989年の 30年間の間に，より平く達成できるようになった現象がある

で，逆に遅くなった琉象も見られた.その多くは発達の加速化を示すものであったが，逆に全

体の達成月齢が遅くなる現象もあり，食行動が社会状況と関わることを示す興味深いデータに

なっている.その調査項目内容は，食物の取り扱い，マナー，食器， f患者，技能など多岐に渡っ

ている.しかし，こうした調査では食行動の一般的傾向を推察することはできても，子どもの

という社会的出来事がどのように成立しているのかはわからない.

食行動の発達について， しばしば取り上げられるのは，スプーンや箸などの食具をいつ渡す

のかという議論である.これは科学的な向いとしてよりも，むしろ親に対する「子育てJ の啓

蒙運動の中で取り上げられる.その意味で，親の関心は高い.子育て中の親を視聴者として想

定している NHKテレビの「すくすくネットワークj (2001年 12月16日NHK放映:江口，

2001)では r子どもにいっスプーンを与えるのか」をテーマとして取り上げていた.その中で

公閣で遊ぶ子どもの親にその適正だと考える時期を尋ね，その後，歯科匿が登場し，子どもの

スプーンを撮るそ子の技能変化をビデ、オで紹介していた.それによれば，子どもの握りは 1歳

イ立に見られる「掌握り j，その後に見られる「手指撮りふ 2歳後半に見られる「ベン握り J の
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表 1:ゲゼル (1945)の中の食行動捻写

12週:摂食 (f巴eding)行動(母乳)の記述

24週 略乳瓶てや飲む.

3δ週:食事 (mealtime) . ，母親がスプーンで食べさせた後，子供が自分でスプーンで食べる写

がある.さらに，夕食では父親が効果的に手助けする」と写真の説明があり，父親がパン

を手でちぎって渡すと，子供が口に入れる.カップを子供の口に当ててあげる写真」がある.

36週.床に座り，物をつかんでロに入れる.
44遜・一人椅子で手で食べる.スプーンで大人に食べさせてもらう時，スプーンではなく，大人

を見て笑う.

1歳，初め大人がカップを口に近づけている.子どもの自はカップに向かい，手もカップ。の取っ

手に添えられている写真j，，}正予でカップを持ち，右手でカップの下を支える写真j，さらに「右

手でカップ。を持ったまま横を向く写真」に「彼はまだ自分でカップを扱うことができない.しか

し，より自立へと向かう途中にある.j と解説が付けられている.

80週:椅子に座り，テープρルの上のllll.にのっているものをナイフでとろうとする.うまくできな

いが，大人と同じような姿勢をしている.尚子にスプーンとナイフを持つ.

5歳・「子どもがテーブルで仲間と食べる写真Jがある.

主主・この表はゲゼル (1945)の写真集から食行動に関する部分の写真あるいは解説を引用者が抜粋したもの.

表 2:ゲゼル (1940)に現れている食行動

偲人的一社会的行動(，食事j，r交信」を含む〕

15ヶ月 〔食事)楠乳瓶の時間は終わる(夜も欽まない)

〔食事〕ぽんの上の盟をしっかり持っている.

18ヶ月 〔食事〕空になった血を母親に渡す

〔食事〕少しは自分で食べるが，こぼす.こぼしながらも一人で食べる.

〔食事〕ぜんぜん手伝ってもらわなくても，食事の一部分を一人で食べる

〔運動〕一人で小椅子に腰掛ける.

21ヶ月 〔食事〕茶碗を上手に扱う.持ち上げ，飲み，またもとのところに霞<. (子どもは，傾

けすぎるのでたくさんこぼれてしまう.またすっかり飲んで、しまうと，茶碗を投げたり，

落としたりすることが多い.)

〔交信〕食べもの，用便，飲み物を要求する.

24ヶ月 〔食事〕スプーンをまっすぐに持っていられる.すくなくとも口に入れるまではまっすぐ

持ってくる.

30ヶ月 (食事に演する記述なし)

36ヶ月 〔食事〕ほとんどこぼさないで一人で食べる.
7](差しから上手に注ぐ.

42ヶ月， 48ヶ月， 54ヶ月， 60ヶ月， 70ヶ月(食事に関する記述なし)
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主主:The first five years of life (Gesell， 1940) (邦訳「乳幼児の心潔学j)に現れている食行動と食行動に関係
すると考えられるその他の項目を引用者がまとめたもの.

三種に分かれる.それらの経験的事実に基づいて，その歯科医は，子どもにスプーンを持たせ

るのは rペン握り Jがで、きるようになった後が望ましいと主張していた.それは3歳前後に対

応するが，調査された母親達が答えた年齢よりはずっと違いものである.

こうした歯科毘と一般の親との認識のずれは「子育て」や「発達」を社会的現象として検討

する時， とても興味深い.歯科医は手でスプーンという食具をつかむその技能にだけ在日し，

と院と唇の共応関係の発達を待たねばならないと主張しているからである.

だが， 3歳までスプーンを持ったことがない子どもを現代の日本で見ることがあるだろうか.

ほとんどの子どもは，家庭であれ，保育園でみれ，まだ上手に食べることができない 1歳前後
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表 3:食行動馬連項目の達成丹齢の 1959年調査と 1989年調査の比較
(津守・稲毛， 1997より抜粋)

月齢 項目番号 変化
1959 1989 内容
1>曲児) (>6目指)

~腹終に抱くと，顔を乳の方にむけて欲しがる 食物

2 よだれかけ，袖などをところかまわず吸う

2 3 おなかがいっぱいになると，乳首を舌てす甲し出したり，顔をそむけたワする 食物

3 4 乳を飲む時に， p車乳瓶や乳房に予を触れている 食器

5 乳を飲みながらあたりをみたり， }告をtちしたりして遊ぶ
4 さじから欽むこともできる 食器

5 おなかがし、っぱいになると，日市乳瓶を手ではらいのける 食器

5 8 崎乳瓶，食物を見ると，うれしそうにする 食物

6 O どスケットなどを自分でもって食べる 6 5 食物

? 10 X コップから，上手に飲む 7 8 食器

7 11 O さじを母親の手から取り上げて， 自分の口の中にもっていこうとする 7 5 食器

12 食卓をかきまわす 7 食卓

8 13 O 他の人が食べているのをみて欲しがる 8 5 他者

14 O 茶碗などを両手でもってロにもっていく 9 8 食器

10 15 o rマンマJといって食事の催促をする 11 10 他者

11 16 o p薦乳瓶，コップなど自分でもって飲む 11 百 食器

12 17 。良介でさじをもち，すくって食べようとする 12 11 食器

15 18 水などをひとりで欽むといってきかない，手伝うと怒る 15 15 他者

15 19 ひとに食べさせて喜ぶ 15 15 他者

15 20 X キャラメjレ，ウエファスなどの皮をむいて食べる 15 18 食物

18 21 食物以外は口に入れなくなる 18 18 食物

18 22 さじで上手にj十などを欽む 18 18 食器

18 23 「ごはん」というと，食卓について待っている 18 18 7ナー

18 24 。菓子のかんのふたをとる沓を聞いて，すぐにもらいにくる 18 15 食物

18 25 O 良介の口もとをひとりでふく 18 15 マナー

21 28 O ストローでよく飲める 21 15 食器

21 29 おいしいものを食べると「オイシイJ という 21 21 他者

21 30 X みかんなどの皮をむいて食べられる 21 24 食物

21 31 X 食べるものなど，両手にもっていないと満足しない(片方食べてしまうと代わ
食物

りを欲しがる)
21 24 

21 32 こぼすと，すぐにふこうとする 21 21 7十一

21 33 食卓で，ほかの人のものと自分のとのIlZUができる 18 21 食物

21 34 X 家族の茶碗，はしなどを知っていてならべる 21 24 食器

21 35 食事，入浴に父などを誘うことができる 21 21 他者

30 43 O 食事が済むと「コ子ソウサマJという 30 24 7ナー

30 45 飲みこまないで，ブクプクができる 技能

36 47 ほとんどこぼさないで，ひとりで食べられる 36 技能

36 48 答を使って，上手に食事をする 36 食器

注:調室長項筏内容の内， 0は1989年調査の方が早い月歯舎で主主成された項目で，加速度現象が見られるもの， Xは
逆に後退現象が見られるものである.
各年度の調査の下にある数字は，調設対象者の6苦手l以上のそ子どもが途成した月齢を示す.

ですでにスプーンを渡され，手にしている. 1歳台後半になると自分でスプーンを使って食べ

ている.こうしたスプーンの使い方は，先の歯科監の見解からすれば，誤った早期使用という

ことにしかならないが，来たしてそうだろうか.子ども自身も，仮に親がスプーンで介助する

だけで，スプーンを渡きれないとしたら，そのような状況に満足するとは考えられない.実は

先の歯科医の見解は，食具使用を技能発達というー聞からだけ見ており，食具使用が食事とい

う社会的出来事の中の一部として他の様々な要因と関わっていることを無視していることから

きている.これに対して，裁や保育者は食具使用を，より広い文脈である子どもの発達全般に

関連させて理解しているといえる.以下にその両者の違いを明らかにしながら，本研究のアプ
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ローチの特徴を述べる.

1.3 社会麗史的アプローチからみた発達

先の歯科医はスプーンは，その予の技能の発達を待って使用されるべきだと主張した.こう

した主張は予の技能の自然発達を待って，その技能が可能にする事を子どもにさせようという

見解である.従って，そうした自然な発達が成し遂げられる前に，それに関係した内容を子ど

もに教授しても，それはうまくいかないと考える.こうした見解を Vygotskii(1934)は「発達

に迫髄する教授」と表現した.これに対して，彼は I発達に先まわる教授」を主張した.つま

り，関連する技能がまだ十分習熟していなくても，ある種の教授はなされなくてはならない.

さらにいえば，ある種の適切な教授によってこそ，発達は促進されると考えた.このような立

場は，しばしば「教え込み」あるいは「早期教育」の奨励と河じものとして誤解されることが

ある.だが，先の母親のように，スプーンを O歳の子どもに渡す大人は「教え込みJ を意関し

ていたわけではない.

先の母親達が重視していたこと一一おそらくそれは意識fちされていないものであるだろうが

を考えてみると，そこには子どもに対する「食べる意欲の育成」と日常用語で語られる思い

があると考えられる.一緒に食事をとる親や兄弟がスプーンを使っておいしそうに食べている

のを見る乳幼児が，自分にもスプーンをよこせと手を出して強く主張することがある.それは，

自分がそれを使ってうまく食べることができるから渡せといっているのではない.おもしろそ

うだから，なんとなくよさそうだから，みんな使っているから，そんな漠然とした思いの中で

スプーンを求めているのであろ 7.親からすれば 1歳台にスプーンを渡すことによって，子

どもは「遊び、食べ」をはじめ，時間が掛かる，思うように食べてほしいものを食べなくなると

いったように，栄養摂取や食事の効率化からすれば，それは必ずしも望ましいものではない.

それでも子どもにスプーンを渡すのである.しかし，子どもはそれをありがたがって大事に使

うわけではなく，床に落としたり，投げたり，柄をなめたりして，遊ぶ.ここには，子どもが

すでに自分の周りの人たちが楽しんでいる，社会的備値をもった食具を含む食事に参加すると

いう学習デザインがある.子どもがスプーンを持つことによって成し遂げようとしているのは，

「食べるJ という行動ではなく I食事J という社会的出来事への参加なので、ある.それがたと

え不十分な形でしかなされないものであったとしても，栄養摂取としての食事ではなく，社会

的出来事としての食事を体験しようとしているのである.そして，親や保育者もそれを望まし

い「人間社会への参加」として受け入れているからスプーンを渡すのである.ここには子ども

の「価値的予感J (石黒， 2000)を受け止める親の姿勢が見られる.これが先のスプーンをもた

せるべき時期がいつなのかという親に対する調変結果の背後にあるものである.

上記の議論は，子どものスプーンの使用が，使用時の対人関係の中で築カ通れる社会的関係の

中に埋め込まれていることを述べている.だが，突はスプーンの使用には，それを作り出し，

使用してきた歴史も埋め込まれている.人工物 (artifact)には人類の歴史あるいは社会が凝縮

されている(佐伯， 1992;石祭， 2001b). そのことは，他者による「教授」が発達の可能性を

拡張する上で必、要要件であることを示す.レオンチェフ (1965)は子どもの発達において主要

な過程は，社会歴史的に人類によって蓄積された経験の「獲得J (appropriation)の過程である

という.例えば，スプーンは，現在では世界中に普及しているものであるが，それを初めてみ

た誰かにとって，その「食具」としての機能は必ずしも明示的で、はない.だが，その人の前に
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それを「食具」として使う誰かがいて，それを観察する機会があったならば，それはすぐに食

として認知される.そのことを通して，その人は，スプーンを単なるスチールの塊ではなし

ある文化においである特有の意味を担う文化的人工物として使用するようになるのである.こ

れによって，人は人類の先達の経験を「わがもの (appropriate)Jとするのである r獲得」の

過程の一般的特徴は次のようなものである (Ishiguro，1998). 

(1) 我々が対象に対して抱く意味は対象に本来内在するものではなく，対象に対する主体の

能動的な働きかけの中から生まれてくる.

(2) 対象の意味の生成は僧体の行為に起源を持つものではなしその僧体のまわりにいる他

者の援助の中で共向的に達成される.

(3) 学習や発達は単なる個人的な知識の増加ではなしある文化的なコミュニティ，社会に

参与することそのものである.

ただし，ここには二つの注釈が必要で、ある.一つはこうした見解は，何でも教えればできる

ようになるという「教え込み」可能なメカニズムが人間の学習原理としてあると想定している

わけではない.この点に関して， Vygotskii (1934)は「最近接発達領域 (zoneof proximal 

development) Jに関する議論において，教授が可能な課題とは r学習者カf模倣可能な領域にあ

るものである」と述べることによって，学習と教授の相互規定関係について補足している.も

う一つは，文化的人工物は，恋意的な意味としてのみできているわけではないという点である.

例えば， くぼみがない捧をスプーンの代わりに使うことはできない.人工物にはその使用の文

脈に応じた生態学的な制約があり，人工物の物理特性は恋意的に設かが勝手に決めることがで

きるものではなく，人類の塵史の中で選ばれ，改変されてきたものである.その点では，対象

がある状況において表示する意味は，行為者の働きかけによって生成されるものではなく，探

索されるものである.

1.4 社会的出来事としての食事:何が問われなければならないのか

社会的出来事としての食事を捉える時，本研究では，子どもの前に食べるための食呉が用意

されているという事実を重視したい.このことは，子どもの前に食具を差しおす誰かがいるこ

と，子どもが何らかの食呉を使って食事を実現することというこつの事実を示す.

食呉は，次第にスプーンから箸との共用へと移行していくが，何より大きな変化は，素手で

食べることからスプーンといっ食具を用いて食べることへの移行で、ある.子どもが食具を用い

て食べるということは，子どもが食具の「支援J を受けて食べることでもあるが，問時に食具

によって「制約J されて食べることでもある.柔らかい液体状の食べ物はスプーンで掬うこと

によって，口に入れることができる.他方，子どもは手で食べた方がうまく食べることのでき

る由形物さえもわざわきや素手でスプーンに載せて食べようとして，こぼしたりする.既に素手

ならば食べ物をうまく食べることが出来る子どもも，スプーンでうまく食べることが出来るた

めに再び身体と食呉，食品との聞に新しい協調関係を作り出す必要がある.

離乳食期の子どもは通常大人の介助によって食べることが可能になる.スプーンを最初に使

うのは大人であり，スプーンは大人の手に持たれて子どもの口に運ばれる.これによって，子

どもはスプーンがどのよっな文化的人工物であるのか観察する機会を得る.食品と食其を子ど

もの前に与え，さらにそれらの使用について実践の中で例示する他者が子どもに寄り添ってい

る.
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以上のように，子どもが食事をするときに，子どもの前には食品，食其，食器，さらにはテー

フゃル，精子，エプロンなど多様な文化的人工物が配護された環境構成がされている.それらの

環境の意味はそれらの人工物が表示すると同時に，大人が子どもに対して観察可能な形で示す.

このように，社会歴史的アプローチにとって，子どもが介助きれながら食べるという共同行為

は，文化的人工物と地者によってニ重に媒介された社会的行為でみる(間1).この社会的行為

の特徴を捉え，その変化を追うことが乳幼児期の食行為の発達を捉えることである.

ここから様々な関いが生まれるが r社会的出来事」としての食事研究においては rそうし

た食介助される状況において，子ども自身は何をしているのか」を問いたい.食介助をされて

いるというと，子どもは受け身の存在であり，大人の介助の受益者でしかない存在だと見なさ

れるだろう.だが，やがていつか一人で食べることが出来るようになるとき，それはある日突

然の「転換」なのだろうか.このような発達の物語は不自然である.おそらしその食介助の

初めから，子どもの中には食べるという社会的行為への能動的な参加の姿が見られるはずでいあ

る.そして，介助する大人も一方的に食べさせているのではなしそうした子どもの能動的な

と対話的関係を持ちながら，協働的に食介助を進めているのではないか.このことを乳児

の食介助の具体的事例の中に確認することが本研究の第一の自的である.

本研究が第ニに開いたいのは，子どもの食行為における習熟過程である.既に述べたように，

食行為の成立には，子どもの身体と食具，食べ物の三者が協調されなくてはならない.例えば，

スプーンで、食べ物を掬って口に入れるためには，椅子に対して上半身が安定した状態を維持で

きる必要がある.スプーンで、掬ったものを口に入れるためには，口が食べ物を迎えることがで

きなければならない.こうした食行為に関わる多様な資源の協調関係をどのように捉えたらよ

いのだろうか.それは，子どものそうした協調状態に対して他者である保脊者がどのような関

わりをしているのか明らかにすることでもある.

第三に関心があるのは，子どもが何故自分ではうまく使えない，いわば不便な食具を使おう

とするのかという点である.今回分析する O歳台の子どもでは介助されることが多いが，時に

他者(大人)

子ども 食べもの

闇 1:食介助における媒介行為

注 予どもは文化的人工物と他者に媒介されて食べものに向かう



32 

は自分の手を使って食べる.そうした「自主的な行為」は自然に発生しているのであろうか.

さらに，スプーンを使うようになるときにも，子どもは再び、不便な食呉をわざわざ使う.食行

為の発達が多様な食具を使えるようになっていくことの醸史であるならば，食具を使うように

なっていくことは，一度はうまく食べられるようになった協調関係を壊し，新しい関係を作り

直そうとすることである.そのようないわば達成された関係の再構成には何らかの先導する動

機が形成される必要があるだろう.自分も「お母さんのように食べたい」という「価値的予感

(石黒， 2000) Jの形成はいったいどのようになされるのだろうか.

1.5 本研究のリサーチクェスチョン

食事を「社会的出来事」とみる子どもの食行為の発達研究では，次の四つの分析が必須で、あ

る.

(1) 子どもの食行動を縦断的に追跡し，子どもが「一人で食べるJ ようになる過粧を明らか

にする.

(2) 子どもが食事を介助される場面を分析し，その「介助」の構造を明らかにする.

(3) 子どもの食事がどのような相互的関与の中で達成されるのか，その相互行為的分析を行

つ.
(4) 食べることに関わる「価値的予感J を子どもにもたらす「動機」の成立，移行過程を明

らかにする.

この内，本論文では， (2)と(3)を中心的に取り扱い， (1)と(4)についてはここでは今後の課題と

して提示するにとどめる.

これらのことを分析するために，今国テ、、ータ収集をしたフィールドにおいては，次の分析資

源に注目する必要がある.これらは分析の対象であると同時に，分析の視点でもある.

・食材(離乳食・きざみ食・普通食といったきされみの状態) (閏形物(パン)・液体(スープ)・

粘性(ご飯)などの特性)

.食べ物に対する子どもの好み

・食べ物に対する保育者の見解(ご飯を食べることを重視する，おかずを食べることを重視

する等)

.椅子の変化:身体を支える環境(保育士の膝・一人椅子・ブッチャー，小さな木椅子・大

きな木とパイプの椅子).フィールドとなっている保育留では，図 2にあるように子どもの

成長に合わせて，異なる椅子が使われる. (なお，写真にある保育士・子どもは今回分析さ

れている保育土・子どもとは関係ない.) 

.テーブル:食べ物をのせる場所 関3にあるように，子どもの成長にあわせて異なるテー

ブソレがイ変jつれる.

.動き(足:体を支える)・上半身(軸を作る)・腕(予の動きを制調する支点)・手・指(把

撞の形)

・視線(食物・他者・道具への注目)

.会話スタイル・内容(他者との交流)

.介助への子どもの抵抗(拒否とその対処)

.仲間と食べることの意味(仲間に食べさせてもらうという形式の有意性)

.一人の保育者が多数の子どもを同時に介助するという保育独特の介助状況
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関2: :多様な座る場

保育τとの膝 ベビーチェアー ブヘ;ノチャー

パイプ椅子 木椅子

関3:食べ物をおく場所

ベピーチェア テープjレ

-テリト 1) 個々の子どもの食べ物や食具，食器，n:r動空間の範囲)

2 .方法

インフォーマント:男児C.今国介助している保育者Nは，データ収集時点で保育経験半年
の初任保育士で女性である.

観察方法:参与観察.調査日には調査者は食事の少し詰甘から保育活動に参加し，昼食後の午

睡までこどもたちと共に過ごす.観察はおよそ一月に二回行われたが，対象となる子どもが休

むことなどによって定期的にデータがとれているわけではない.

分析場前 :C児に関して，生後6ヶ月から 15ヶ月まで観察した.それぞれの月齢における食

事状況が表4に示されている. 6ヶ月から 11ヶ月まで「離乳食」が出され， 14ヶ月では「きざ

み食Jから「普通食」に一気に移行している.今回は，生後 11ヶ月の「離乳食」時にC児が保

育者Nに介助されて食事をしている場面を分析している.保育者と子どもは一対ーであるが，



同時間に近くで子ども達が集団で食事をしている.c児は
ベビーチェアに座り，保予著者は床に盛っている.保育者と

C児は一対ーで対面する配置である.

離乳食の内容:パン・クリームシチュー・人参のやわら

か煮(煮物)・梨すりおろし

配膳状況:梨以外のものがお盆の上に置かれ， c児に対
して一斉に提示されている.お盆は床に置かれており，保

育者NはそこからE立を取る.

分析方法:フィールドノーツから，分析場面を特定し，

その場面のビデオ視聴を繰り返した後，さらに分析焦点場

面を特定した.その後，ビデオを見ながら焦点、場面に関し

て，詳細なトランスクリプトが作成され，それに基づいて

分析が行われた.分析方法の詳細については，石黒(2001)

を参照されたい.

分析焦点場面:上記場面全体で約24分の食事場面のう

ち，初めの約8分間を集中的に分析した.その時間内で，その臼の食品は複数回繰り返し食べ

られていた.

表4: C児の観察月別の状況•••••••••••• 
保育土

2 
2 

-
多
多
多
多
多

注 BC (ベビーチェア)，
チャー)
保育士の欄の人数は一人の保育士
が同時に介助している子どもの数

を示す.
ーは不明を示す.

食事
離乳食
離乳食
離乳食
離乳食
離乳食
離乳食
きざみ食
きざみ会
普通食
普通食
普通食

(ブッB 

椅子

BC 
BC 

配

B
B
B
B
B

月齢

6 
7 
9 
10 
10 
11 
14 
14 
14 
15 
15 
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3 .結果と考察

3.1 分析場臨全体の特徴

焦点場面全体のC見の保育者Nによる介助シーケンスの詳細を表5に示す.エピソードの一

夜切りは一つの食品の扱い(食べる等)の開始から終了までを表す.表5を整理し，エピソ

ド別に何をしているのか，食べ物を扱うエピソード間の隙聞に何をやっているのかを取り出し

て全体の流れを見やすくしたものが表6である.これによって，食品問の移動とそれに付随す

る食べものの介助や受け取りに直接関わらない「際関J の時系列的推移がわかる.際問時間に

は，三種が含まれていた.次の食材の準備のために，食材をこねてつぶすなど，提供準備のた

めの臨問時間と，子どものエプロンやテーブルの配置を直すなど，場部設定に関わる鶴間時間，

さらに食べるのに飽きた子どもを保育士があやしたりして子どもの注意を維持・管理し，情動

的交流をするための鶴間時間である.

この表6によってわかることは次のニ点である.

(1) この日，床におかれたお盆の上に並べられたのは，パン，シチュー，煮物であるが，

れらは偏らず交互に食べられた.

際関余白時間は初めは次に食べさせるための準備が多いが，後半は情動調整が増えてい

そ

(2) 

た.

表5のエピソード 10(シチュ-5)に現れているように，他児が近くで用時に食べているこ

とによって， c 児や保育者Nが他!尼に注意を向けたり，関与したりすることがある.この点は
一人の子どもに集中して，介助を行う家庭とは大きく異なる保育活動に特徴的な点であるが，

今回は分析を行わない.

以下，食品別に保育者と子どものやりとりを表5に即して詳細に見ていく.
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表 5:C児(11ヶ月)の保育者Nによる食介助場面のやりとり

当日のメニュー:パン・ク 1)削闇ムシチュー・人参のやわらか煮・裂すりおろし

エピソード 生物
start 

tIme 
やりとり 保育者N

セッティング プyチャーに子ども逮座る.

2 1)-1一保母によるCの食事務始指示

3 珂が一人梼子のCの前にj;盆にのせた食事を持ってい<.

4 0: 20 お盆を床に量き， NI:t正li1する. 床にli1る

食エピソードiパン1(手) 0: 21 羽がパンをテ プんの上にちぎって霊いてい〈とCI:t乗り出してパ ちぎって並べる
ンとNを交互に見る.

0: 30 民が素早〈びとかけらCの口に入れる Cはそのまま貴べる 食物移送

0: 32 誌がパンをテープ"の上にちぎって震いてい〈とCI:t乗q出してパ ちぎって並べる

ンとNを交互に見る.

移行(準備) パンからシチューへ 0: 38 NI:tパンを床の上のお盆の上に置き，シチュー盟をとって，スプー ンチュー亜を

ンでその中をこねる，その濁， ~寄手でテーブルを摺みながら前のめ 取って中をこね

りで，討を見ている. る

食エピソード2シチュー1(スプーン) 0: 45 スプーンで器をこねる こねる

0: 52 羽l:trあーむ一」と言いながら富分のaをあげ，スプーンをCの口 金物移送
iこ持ってい<.Cはそのまま金べる

0: 55 スプ ンを器lこいったん戻すが直にスプーンで口の/lllりのシチュー 食物移送

を掬って口に入れる.

0: 58 NI:t器を持ちながら， Cの自を見て「おいしかった1Jと笑いなが 声掛け

ら言う.

移行(準備) シチューからシチュー 0: 59 NI:tCを見て笑っているが， Cがカメラの方を肉いてしまい， NI:t ンチューをこね

ンチュー皿を見て中をこねだす"その後もCI土左右を見た後，カメ ている

ラを見る.

食エピソード3シチュー2(スプ日ン} 1: 17 Cがカjラの方を見ているところへ，討がスプーンを近づけるが， 食物移送
CI土ロを澗Itf，時も食物も見ない.

1:19 洲士一昆スプーンをひ<. 移送中断

食エピソード4ンチュ-3(スプーン) 1: 22 NI土器の中iこスプーンを一度戻した後， Cをじっと見てから， Cの 注目要請十金物

名前を呼んでスプーンをCの口に差し出す.CI:t核を向きながら， 移送
少しだけロを動かすがスプーンが入るようには関かない.

1: 25 討はそのままスプーンをCの口の所に留めておいてから，口元を貌 スプーンの静止

き込み，その後，何か言って笑いながら，器をお盆におしその関， 十移送撤悶

Cはずっと横を見ているー
注意管理 phatに 1: 31 右手でお盆の上の器を押さえながら，体を乗り出すようにして左手 Cの髪を撫ぜる

でCの髪の毛を捺ぜる.CI:t少しずつ前を向き，討を見る

薬問による隙鴎 1:41 撲の集院の子どもたちの方を見て，話しかける.CI:tNを見ている 鶴見
が，閉じ子どもの方に視線が向し

集団による隊詞 1:55 NI:t1li!見をしながら，煮物の器を持ち，スプーンで混ぜる.CI土民 脇見

の克ている方向を見ている.

食エピソード5煮物1(スプーン) 2: 04 NI:t rはいJといって富分の口を開けながらCIこ煮物を与える.C 設巨要請+食物
l土産に討の方を見てロを隠Itてスプーンを招き入れる. 移送

2: 08 NI:tCを実顔で見ながら，少し口を開けてから，器を下lこ護<.C 観察

I:tNを見ている.

(記述がないのはほとんど隊問な〈貴べものが移行している持)

ftエピソード6パン2(手) 2: 12 民がテーブルの上のパンを左手て~つまみ， Cの顔の前にかざしてか 手渡す

らきっと右手に近づける.CI:Iパンを毘ながら右手の方を見て， N
につままれたパンを告分でつまむ.

2: 18 Cはつまんだパンをすぐに落としてしまい，時の方を見た.NI:tそ 宝物移送
れをつまみ，少し績に移動してから，右手でつまみなおして， Cの
口に入れた.CI:tNがパンをロに入れるまではRを見ていたが，入
れる時に1:1蕊をポーっと見ている.
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子どもC

プyチャーに摩っている

パンI:Nを交互に見る

食べる

パンと討を交互に見る

誌を見ている

民を見ている

貴べる

食べる

笑う

カメラを見る

ロをll1lけず， Nとスプー
ンの方を見ない

横を見ている

撲を向いたままロを関It
ない

擦を向いたままロを関It
ない

前を肉(

誌から却の見ている子に

視線を移す

Nの見ている子を見る

金べる

持を見る

つまむ

食べる
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2: 26 Nが「おいしい1jと斐顔でCの方を見ながら言うと，C¥;j.Nを実 戸がIt 実顔で応答

擦で見返す.Nli: r笑った」といい， Cはその言葉にまた英顔にな

る.

情勤務整 声がけ 2: 31 Nli:お盆の上のシチューの器をとるが、Cの方を見ながらrCC C 声がけ ポーっと前を見ている

ちゃんJと声カfltする.Cli:前を見ているが，はっきりとRを見て

いる様子ではない.

集部による隊問 工36NliCの方をみて，器を混ぜているが，携の集団の子が「マメーJ器を見る ポーっと前を見ている.

tいうとNlirマミー」と繰9返す.次に「マメ-jといわれるt

「マJ-jC繰9返した.

集部による際関 2: 40 Nli:集団の方をはっきりと振り返札笑顔で「マメじといってか 鶴見 NからRの見ている方へ

らCの方に向きなおす.CIi:Nのr"J-jと薬fllの子に話しかけ 視線を移動

た時， Nの顔を凝視し，集団の方へ綴を向ける.その後， NがCの

方に向きなおしても， Nli集悶の方を見ていた.

金エピソード7シチュ-4(スプーン) 2: 44 洲士シチューをスプーンで掬って告分の口をIlllけながら集団の方を 食物移送 脇見しながら食べる

向いているCの口に入れる.

2:53 Nは「あっ食べたすこ'い おいしそうだな…"jとつぶやきながら 食器を蓋( 脇見

器をお盆におし

集部による際関 2: 56 集践の方を見ながら，何か話しかける 脇見 脇見

食エピソード8パン3(千) ド似 NI土パンをつまんで， Cの前に少し提訴してからパンパンJとい 食物静送 パンに設自して口を関It

い， Cがロを開けると中に入れる. る

場面設定 テーブル設定 3: 14 Nliテーブルの上の布市の位霞を産す.Cli集団の方を見ている. 場密設定 務見

金エピソード9煮物2(スプーン) 3: ¥7 お盆から業物の盟を取り，rおいしいJといってから，スプーンで掬っ 食べるまね十食 食べる
て「あーんJと自分の口を隠け，食べるまねをしてから， Cに食べ 物移送

させる.Cli:初め器を見ているが， Nが貴べるまねをするときはN

を見る‘その後少し!集団の方を見るが‘すぐにNの開いたロを見な

がら日をあける.

3: 37 NIi:煮物の器をこねてから，スプーンを自分のロに持っていきお 注目要請十声が 薬聞から院へ注意を移行

いししりといって実いをがら， Cをみる.Cがチラッとみて斐う. け

Nはもう一度自分の訂に軽(いれるふりをして (C斐う)Cの日に

近づける.Nli:自分のロを大き(関けながら，スプーンをCの口へ.

食べる.NI土器をお盆において， Cのほうをみて，日を動かしをが

ら「あむあむあUjという.Cの反応が少ない.Nli右を克て覗き

込む.Cli:大き(笑う.Nli:器をスプーンでこねていたが，それに

気づき，声を立てながら笑って， NIi:Cのほっぺを指で軽(つつし
再び羽1;1器をスプーンてoこねてからCのほうをみて「おいしい1J

という.C笑っている.N笑う.

金エピソード¥0シチュー5(スプーンj 4: 12 集団の方を向いているCの口に向かつて， Nがシチューをスプーン 食物移送 脇見しながら食べる

で運ぶ.Cli:集誌の方向を見てお呼， Nliそちらにスプーンを少し

提示して， Cの口が繍〈とそこにシチューを入れる.Cはずっと集

関の方を向いたまま食べる.

移行 準犠 4、19器をお盆に蓋いて，パンをとる. *を見る 脇見

宜エピソード11パン4(手) 4: 21 パンをお設からとり，三極(三切れ)テーブルの上に並べ， Cはパ パンを置( パンiこ注B

ン1:注Bするー

場面設定 phatic常勤調整 4:31 Nli:笑顔でCを見る.Cがエプロンをとめてある首のところに手を 観察と場溺設定 むずがり

伸ばすので，珂が上体をCの方に出して，結び目tili:す.Nが拘ぴ

Cを見るとCはまた手をエプロンの結び自のtころにおき，不快な

表情をする.NIJ:Cのエプロンを誼L，rうーう-jと声がけするi

責エピソード12シチュー6(スプーン) 5: 04 Cはずっと右手を富分のエプロンの結び自の所に置いて，やや不快 食物移送 むずが9十食べる

な表情をしている.NIJ:ンチューの血を持って， CIこ「耳なの? 気

になるのじと話しかけ，自分のロをIlllけながらスプーンでCのロ

に逮ぷ.Cはすぐに日を開けないので，ちょっと口元にスプーンを

置き， 0が開いたところで入れる.二密口元をスプーンでぬぐった

後で，スプーンをお手て・持った器の中に入れここが痛いの1jC

いって，左手でCの頭の左をなでる.

場関設定 エプロンを直す 5: 18 器をすばや(お盆に置き，左手でCの頭の後ろを触りながら，司1き Cのエプロンの Nを見て，不快な表情

込む.Nは状態を乗9出して，エプロンの結び目を確認する. i理整
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場面設定 テープ1レ 5: 30 N床に!i!呼なおし， C.こ正対する.Cのテーブルの上のおしぼりを ホームポジンヨ 斜めを見ながら噛む

重し，床のお設の上の器を取る.CI:l斜め横を見ながらゆっ〈りと ンに戻る

噛んでいる.

食エピソード13煮物3(スプーン) 5: 43 Nli煮物をスプーンで混ぜてから，器を少し前に出し，スプーンで 食物移送窓遊 斜めを見ながら噛む

す(って r.....級ってけんといい， Cの口のところに持ってい

<. CI土スプーンを見ずに斜め前を向いたまま機んでいる.Nはずっ
とCの方を向いたままスプーンをロの授にとどめるれやがて「ま

た金べていいからJといい，スプーンを手前に戻し，うむといって

微笑.ホームポジションの姿勢にもどりんJという.Cはずっと

斜め壌を見たままで，珂もitべものも見ない.

情勤務整 声がけ・注意管理 5: 57 煮物の器を前に持ちながら，前のめりになり rCちゃーんJといっ 設B要議+声が 斜ぬ前を見ている

てCの顔を魂き込1;.rだいじようーぷじといいながら体をホーム It 

ポジンヨンにJJ!:す.そのまま器を下のお盆に蓋し

情勤務整・場面 翰むふり・注意管理・エプ 6: 05 珂iま左手でこ臨Cの髪を燥でる.二朗自の持， Cが何かいって， N注B要議+食べ NIこ注自
設定 ロンを直す を笑顔で見る.Nli rなiこ」といって微笑しをがらCをうなづ(よ るふり

うに動いて見る.上半身を乗り出l，Cを，見た後，口を大き(関
いて「あーん」と二回いう.Cはずっと羽を見ている.そ町後， N

li噛みながら体をホームポジションlこ笑してい<.小き(前に体を

出しながら噛むふりをするとCli微笑せずに少し連動するような形

で体を揺らす.Nliホームポジションに戻る.NliCの1L後ろのエ
プロンの絵ぴ自 (1)をさわり，手を戻しながら「どこがいいの?

どこがいいの1jという.

食エどソード14パン5(手) 6: 40 Nliテープ)~の上のパンをきっと取り上げ， Cの日に持ってい〈が， 移送回避+it物 食べる

Cli口を績に向ける.刊は笑いながら「いらない(打。"がいい 移送

の1jといって手を引き，エプロンをtす.Cli前を向きなおす.
自IH年ぴパンをつまんでCの口の所に持っていき， Cはそれを食べ

る目

情動認繋 声がIt.あやす 6: 50 NliCに「おいしいじというと， CI土Nを見上げる，二人は見合 あやす(いない いないいないば一

いながら， Nが「ば一」と笑いながらいい，いないいないパーを始 いないI:H
める.Nがr';f-jといった後， Cli術手をiJiの上に上If，そのあ

と， Elを隠すように爵手で捜し¥パーをする.却は乗り出してCの

頭を撫でる.

食エピソード15パン6(手) 7: 07 却がCを見ながら手をお盆の所にきっと移動すると海時lこ， Cli1L パンを手渡す 貴べる
手をテーブルの上に下ろし侭かつまむようなそぶりをして上にあげ

る.(実際には何もつまんでいなしサNli素物の器をお盆から右手で

取ry，それをすぐに左手に移動して， ti手でCのつまむ形をしてい
る指の関にテーブルの上のパンをひとかけら挟ませる.Cli指の欄

のパンを見てから，視線を外l，にぎにぎする.NがrCちゃんあ
む-lijrあむーはjといい，煮物の器をCの方へ移動させようとし

た鱗院 Cが急にパンをロに遼んて食べた.Nli器をそのまま止め，

Cを見て「あむあむご(んして (1)jという.Cli右手人差し指を

ロに入れてから出l，お盆の上を見る.そのままお盆の上のパンに
予をのばしてつまむふりをするれそのままお手を首の後ろにあげ，

時を見る.NliCを笑顔で見て，日を大き(あIt何かいう.

食エピソード16煮物4(スプーン) 7: 33 訴が書物をこねた後，スプーンで薫物をCの顔の前に出すが， Cli 食物移送 貴べる

食べないので，一割引っ込め，却はf耳か言いながらCの口の所にス
プーンを遼ぷとCli食べる.Nはそのまま器をお盆に戻L，Cli前

をポーっと見ている.

注:(?)はその夜直言の記載が不確かであることを示す.
、H ・..，" ま不明を示す.

3.2 パンを食べる場面の分析

パンを扱ったエピソードは 6関あった.それぞ、れの大まかな行為の流れを示すと次のように

なる. (保育者Nと乳児C)
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表6:食事の流れ

食事の進行吟 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 
ノfン O O O O O O 
シチュ O O O O O O 
煮物 O O O O 
提供準備(食材をこねる)• • • • • • 場面設定 • • • 情動調整(住意管理) • • • • • • 設:下段の三つのカテゴリーは食べ物に関する行為エピソードの機関に行われたことを示す.最上段の数字は表
5の食エピソード番号に対応している.

.一回目 :N千切るとキNテーブルに寵くはやN口に入れる

・二回目 :Nパンを手渡すとやC落とす吟N口に入れる.

・三回目 :Nパンを提示吟N rパンパン」と言う吟N口に入れる

.盟問自 :Nパンをテーブルに並べる→C注毘

・五回目 :Nパンを口へ吟C横を向く吟N撤回吟Nパンを口へ吟食べる

.六回目 :Nパンを手渡す吟Cにぎにぎする→C食べる

六回のやりとりをみると，保育者は.r C!阜の口にパンを運ぶJ. r子どもの予にパンを渡すJ.

「ベビーチェアーのテーブルの上にパンをちぎって置く Jという三つの支援形態を取っているこ

とがわかる.この三つの違いは r口に入れる」は「食べる」行為の直接的な部分的代行である

のに対して rテーブルに置く」は「食べる」環境の設定にかかわるものであり，間接的にC児

の「食べるJを支捜するものである r手渡す」はその中間形態である.保育士はこのように「食

べるJことに関して間接的な支援と直接的な支援を適宜用いている.例えば，一団自のエどソー

ドでは保育者はパンをちぎって，子どもの前のテーブルに置いている.すると子どもは自分の

予の届く範囲に置かれたパンを自分で取って，食べた.それに対して，二由自のエピソードで

は，保育者は子どもにパンを直接手渡すが，子どもはそれを落としてしまう.そこで，保育者

は子どもの仁iに直接入れる.このように，保育者は，間接的な行為支援から直接的な行為支援

に進む.

保育者が直接的支援から間接的支援ではなく，間接的支援から直接的支援へとその調整の仕

方が移行させる傾向があることは，保育者がC見が「自ら食べる」ことを期待していることを

示すと考えられる.つまり，保育者はC児を「食べさせられる存在」ではなく，自ら能動的に

「食べる存衣」として期待しているといえる.

3.3 シチューを食べる場菌の分析

シチューを食べるエピソードは全部で6圏あった.それらを抜き出すと次のようになる.

.一回目 :N口に運ぶ吟C食べる吟N rおいしかったね」と言う

・ニ呂田 :N口に運ぶ吟C関口吟N撤回

.三国自 :N呼び掛け吟C関口吟N口元に提示・維持→C関口吟N撤回

・四国自 :N口に運ぶ吟C食べるほ争N rおしそうだな」と言う
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.五回目 :N口に運ぶ吟N口元に提示・維持吟C食べる

.六回目 :N自分の口を聞けながら，口に運ぶ、吟N口元提示維持吟C食べる

シチューとパンの違いは，保育者NがC克の口に薮接運ぶことでシーケンスが開始されてい

ることである.これはシチューという食品の特性によると考えられる.図形物であるパンは子

どもの前のテーブルに置けるが，シチューはそのよつな形でイ足すことはできないのである.た

だし，シチューを入れた血を指で指示することによって，パンと同じように，食品に子どもの

を向けさせることも可能で、ある.それなのに，そのようにしていないということは，シ

チューをスプーンで掬うという技能がC児はまだなし一人で掬うことはできないと保育者が

判断していることによると推測できる.このように，パンとシチューの保育者による介助様式

の違いは，向者の食品特性とともに， c児の道呉(スプーン)操作技能に対する保育者の判断
が影響していると思われる.

もう一点，パンとシチューには重要な違いがある.それは，一題目，囲国自のエピソードに

あるように， c児が食べた後に rおいしい」という味覚に対する価イ底的評価を保育者がフィー
ドパックしていることである.パンではそのような評価は与えられなかった.これは主菜と副

菜の違いによるのであろうか.こ、飯やノ守ンiは土「おいしいJ とわざわざ

ないが rおかず」はそのような対象になるということであろうか.この点は今後さらに確認が

必要で、あり，今回の分析では明らかになっていない.また，ここには教室談話に特撒的なシー

ケンスとして取り上げられる IREシーケンス (Mehan，1979)に類似した構造があることも特

徴的である r保育者がシチューを子どもの口に運ぶ」→「子どもが食べる」→「おいしかったね」

「おいしそうだな」と評価を与えるという rNの行為→Cの行為→Nの行為(発話)jの三項構

造である.ここから保育者は教室における教師の子どもに対する働きかけと同じように，子ど

もの食事をマネージメントしているということがわかる.ただし，ここでの評舗はrcの行為」
(応答)についての評価ではなしその行為から推察される結果(味覚)の評舗であるという点

でその差異も留保しておく必要がある.

ところで，実は第一回目のエピソードと第四回目のエピソードには大きな違いがある.そこ

ではそもそも食べているのは子どもであり，保育者ではないのであるから rおいしいJと主観

を述べることができるのはC児でしかない.大人間士で，一緒に毘じものを食べているのであ

れば rおいしかったね」と一方が言ったとすれば，それは自分が食べて「おいしかった」と感

じ相手にもその同意を求めている表現となる.自分が食べないで，相手だけが食べた状態で

は rおいしい?j と尋ねたり rおいしそう j，rおいしかっただろう」と推測表現をすること

はできるが rおいしかった」とは言えない.このような意味で，第四回目のエピソードで保育

者が「おいしそうだな」といったのは通常の表現であるが，第一間自のエピソードにあるよう

に，保育者がC児に対して「おいしかったね」というのは「普通」ではない.従って，このよ

うな表現がなされたということは，このような表現が「状況的に適切な状祝」としてこの場が

組織されていたからだと考えることができるだろう.

ではそれは何故可能になったのか.まず，重要なことは，ここでの子どもは，自分で主観を

言語的に表現できない状態にいるという事実である.従って，保育者の味の評儲は結果的に子

どもの「代弁」としての機能を果たすことになる.しかし，同時に，子どもは醤語的に「おい

しい」とは寄っていないのであるから，それは子どもの現在の状態を「代弁」したものだとい
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うことはできない.あくまでもそれは保育者による推測でしかない.そうなると，保育者は子

どもが自分で味に評舗を加える前にそれを「先取りする形で」味を評価していることになる.

いわば，子どもが将来発するであろう評価の言葉を先取りしているのである.これは Ishiguro

(2002)がsharingvoiceで議論した保育者の声と向じ特性を持っている.大人は子どもに対し

てこのような価値的評価を先行して与えることによって，子どもの行為を意味付け，子どもの

発達の先にあるものを子どもにふれさせることがよくある.

子どもは保育者によって与えられるシチューをいつも素直に受け入れるわけではなし自分

の日を開けないなどして拒否もする.それに対して，保育者はC克の名前を呼ぶなどして，控

を喚起する.つまり，そこには「食べるJ ことに関する交渉が存在する.これは，パンの時

のやりとりにも見られた特徴である.パンの時には，保育者は第三閤自のエピソードで「パン

パンJ と言ってパンに注意を向けさせようとしたり，パンを口元に持っていき，そのまま眼前

にとどめておくことによって，子どもの視野の中に入るようにしていた.シチューの時にも閉

じ様な行動が見られた.第五阻目，第六回目のエピソードでは子どもの口元にしばらくスプー

ンが留め置かれ，最終的に子どもはそれを食べた. しかし，開じ促しをしても，第三田自のエ

ピソードのように，子どもが口を開けないで，保育者が提示したスプーンを撤回することもあっ

た.ここてやわかることは，最終的に「食べるかどうか」を決定するのはC児自身であるという

事実である.食事介助において r食べるJ行為は協働的に遂行されるが，最終的に「食べるJ

かどうかを決定するのは口の関関を行う子どもである.従って，保育者は子どもの「食べる」

を支援することはできてもそれを完結させる形で直接的にコントロールすることはできない.

第六回目のエピソードでは，保脊者は自分の口を開けて食べるふりをしている.これは行動と

して口の間関を「模示」し，それによって「指導Jする行為である.直接的に子どもの口を開

けて食べさせることはない.このことは保育者が子どもの行為をどこまで支援するのかという

一般的な開題に繋がる.介助されるヨこどもの状態の変化につれてそれがどのように変わってい

くのか，今後確認していく必要がある.

3.4 煮物毎食べる場罰の分析

煮物を食べる場面は以下のように全部で4つのエピソードからなっていた.

.一回目 :N自分の口を開けながら口元に運ぶ吟C食べる吟N評価(笑って口を開ける)

・二回目 :N自分で食べるまねをしながら口元に運ぶ吟C食べる吟N器を置く吟N評価「おい

しい」

・三回目 :N口元に運ぶ吟Cまだ先に食べたものを噛んで、いる吟N撤回

・四四百 :N口元に運ぶ吟C関口吟N撤回吟N声がけ吟C食べる

煮物を食べる時にも，これまでパンとシチューで見られたのと共通の特換が見られた r保育

者が子どもの口元に運ぶ→子どもが食べる→保育者が評価するJという三項シーケンスである.

シチューと河犠に，煮物でも保育者の評価が存在した.第四国エピソードのように保育者が子

どもの口元に運んで、も，子どもが口を開かないために撤回するという場面が見られた.それに

対して，保育者は芦掛けし，結果的にCは食べた.このような食べることを巡る交渉は他のニ

つの食品を食べる場面でも確認されたことである.
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煮物の「食べる」に特徴的だったのは，保育者が自分で食べるふりをした点、である.第二エ

ピソードでは，保育者は自分の口を開けて食べるふりをしながら子どもの口元に煮物を運んで

いる.これは援態であり，実はシチューの第六回エピソードにも見られたものである.これは

子どもに対して食べる行動を見本として示すと問時に iおいしそうに食べる」姿を提示するこ

とによって，食べることが楽しいことであるという価値付けを態度で示している姿でもあると

いえる.つまり，保育者は子どもに対して単に口を開く行動を教えているのではなく，食べる

ことの社会的価値に浸らせようとしていたと考えられる.

4.総合的考察

4.1 最近接発瀧領域と食事介助

子どもの発達が真空の中で生じるものではなし他者や多様な人工物のやでたち現れること

を前提に，その状況を記述しようとして提出された見解が「最近接発達領域(zoneof proximal 

development) J (Vygotskii， 1934)の概念である.だが，その概念の説明は暖味でしかなく，

f子どもが今日共開でできることは明日には独力でできるようになる」といった程度の表現しか

なされていない.彼がこのような概念を持ち出したのは，心理テストに対する不満からである.

彼は，仮に同じ心理検交を行い，向じ点数が出たとしても，ニ人の子どものその後を予測する

ことはできないという事実を指摘する.つまり，ある子どもは，近い内に可能になることが多

くあるのに対して，他方の子どもは，近い将来にできることはそんなに多くないという傭人差

が見られる.

本論文では，この概念を食介助という特定の状況で検討してみたい.本論文で取り上げてい

る子どもは 11ヶ月の乳児であり，離乳食とミルクを摂取している状態にある子どもである.当

然，自分でパンをちぎることも，スプーンでシチューや煮物を掬って食べることもできない.

その点で，実際に大人の介助がなければ，食べ物を自分の日に運ぶという行為シーケンス自体

成り立たない状況にある.いわば，大人の予を借りて，自分の口に食べ物を運ぶのがこの子ど

もである.そして，そのっちに，子どもは自分で、パンを千切り，スプーンでシチューを掬うこ

とができるようになるという点で，先の最近接発達領域の説明にあるように i今は共同で食べ

ることが可能になっているが，近い将来には一人で食べることができる」存在である.

この変化の関式には様々な疑開が生じる.例えば，今共同で食べることができるといったと

き，その二者間はどのように「食べる」という行為を分担しているのかと関われなけれiまなら

ない.あるいは，大人の子どもに対するどんな支接が有効なのかと開う必要もある.つまり，

何でもすればいいということではなし子どもの「支按」になる「大人の介入J とそうでない

ものがあるのではないかという疑問である.17IJえば，生まれたばかりの新生児にも，今回分析

した 11ヶ月児に対して見られた保育者の支援の仕方が有効で、あると考えるのは難しいだろう.

この点に関して， Vygotskii (1934)は子ども自身が模倣可能な範囲に入るものが支援として有

効であるという.この指摘は非常に重要な指摘だが，そもそも模倣とは何かというより根本的

な間いを投げかけている.さらに，間われなければならないのは，将来一人で食べることがで

きるようになるとして，それはどうして可能になるのかという疑問である.ある時急に一人で

食べることが可能になるのであろうか.それとも，共同で「食べる」が成立している状態の中

にもその芽になるものがあるのであろうか.
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こうした具体的な開いに関連して二つの大きな問題を立ててみたい.その一つは r次に何を

食べるのかを決めるのは誰かJ という向いである.もう一つは r共同的に『食べる』が行われ

ている時，子どもに対して他者である保脊者はいったいどんな存在なのか?という開いであ

る.

4.2 何を食べるのか決めるのは誰か?

本研究では食事という社会的活動の初期形態として，保育活動の中での乳児に対する食介助

過程を分析した.その結果，食介助過程において，保育者は子どもを水路付ける存在であるこ

とが示された.それは直接口に食べ物を運ぶという行動の補助を行うだけでなく，子どもが自

分で、パンを描める距離にあるテーブル上にパンを量くといった形での環境の変更も含む.さら

に，保育者は子どもの日の前に食べ物を運んでも子どもが口を開けない場合，声掛けして注意

を向けさせるという注意の管理も行っていた.このような現象を見ると，保育者は子どもを一

方的にコントロールしているかのようであり，子どもは保育者にある方向に導かれるだけの受

動的存在であるかのようにも見える.だ、が，事実はそうではない.

ここで，誰が次に何を食べるメニューを決めているのか問うことにしよう.もしも子どもが

大人の水路付けに対して受動的に従うだけの存在であるならば，それは保育者ということにな

る.しかし，実際にはシチューを食べる場面で考察したように，子どもは口を閉じることによっ

て，食べ物を拒否することができる.保育者が子どもの口を無理やり跨いて食べさせることは

しないという事実は，子どもが拒否する権利を保育者が認めていることを示している.だが，

保育者はそ子どもの拒否をそのまま受け入れることができないことも事実であり，仮にそのよう

なことをしていたならば，子どもは必要と考えられる栄養を摂取することができなくなる.そ

こで，保育者は子どもが「自主的に食べるJ様に，子どもと交渉せざるを得なくなる.

このように考察するならば，保育者は確かに子どもの前に食べ物のリストを提示する存在で

あり，その意味で何を食べるのかの選択肢を提示している.だが，子どもはその選択肢を拒否

する一一それは明確な拒否ではなくても，口を関かない，あるいは注意を向けないという行動

として一一ことによって，何を食べるのかの選択に能動的に関わっている.この意味で，次に

食べるものを決めるのは子どもと保育者の両者である.このように考えると，保育者は「子ど

もに食べさせる人」ではなく，子どもと「食べることを巡って交渉する存在」であるというべ

きだろう.従って，ここで保育者が求められている保育の技とは r食べさせるための」技能で、

はなく r子どもが能動的に食べるJ ように交渉する技ということになる.

4.3 最近接発達領域における他者の投融

子どもは大人との共同 (partnership)の中で育つ.その中で子どもは自分一人では達成でき

ないことを大人と一緒に成し遂げる.共悶性は子どもの潜在的な発達領域である最近接発達領

域を形成する.ところで，この食事介助という共同活動の中で，大人である保育者は子どもに

対してどんな役割を果たしているのであろっか.食事介助のシーケンスにみられた大人の役割

を整理すると次の三種に分かれる.

(1) 協働者(co刷actor) としての保育者

(2) 評価者 (evaluator) としての保育者

(3) 誘惑者 (tempter)としての保育者
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協働者としての保育者は，子どもと一緒に子どもの「食べる」を実行する.例えば，保育者

はシチューをC児の口にスプーンで運び， C児の手となって， C児の「食べる」を支援した.

この時， C児の「食べるJ という行為は，大人の行為と子どもの行為の協働(collaboration)

として実行された.評価者としての保育者は， C見の行いを評価する.例えば，煮物をC児に

与え，それをC児が口に入れて食べた時，保育者は笑ってそれを見ることによって，その行為

が望ましいものであることを結える.保育者の与える評価は，子どもが現在行っている行為が

ましいことを伝えるだけではない. C児がシチューを食べると，保育者Nは「おいしかった

ね」と食べた本人であるC見でしか答えることができない，味に対する評価を口にする.これ

は子どもの声の「代弁J としての味に対する評価であると同時に，このように何か食べたとき

には「おいしいJ と感情表現することを教える行為にもなっている.言い換えれば，保育衰の

「おいしい」という表現はC児の未来の声を先取りし，食べることがおいしいという錨値と繋が

るものであるという関係鴎式へ誘う.これはある価値的世界への誘いである.保育者Nは煮物

を食べるとき，自分で食べるまねをしながら，あたかも「こうやって食べるんだよj と示して，

C 先の口に煮物を運ぶ.これは煮物を食べる行為への誘いである.このように保育者は食べる

行為の見本を見せた上で，さらにそれに価値評価を与えることによって，何かを食べることへ

誘う.これは Rogoff(1990)か文化的に価依付けられた活動への「導かれた参加(guidedpartici-

pation) Jと呼んだ現象に関わる重要な側面である.このように食事介助において，大人は三つ

の異なる役割を果たしていることが明らかになった.

4.4 今後の検討諜題

今回の分析においては議論の対象とはなっていないが，今後検討が必要だと思われることに

ついて簡単に指摘しておしそれは発達における相互性の特牲に関する問題である.大人は何

かを食べるように子どもを誘う.しかし，子どもが口を関かない，横を向くといった形でそれ

を拒否することは日常茶飯事である.だが，誘いは単なる成功，失敗として終わるものではな

し子どもが拒否するのであれば，さらにそれを何とかしようと子どもとの簡で交渉に入るの

が保育者である.このような大人と子どもの間の調整過程にはいったいどんな特質があるのだ

ろうか.そこには，相互に行為を誘発し，事態を先に進めていく力があると同時に，常にズレ

を生みだし，事態を複雑にする力がある.子どもを大人の行為の一方的受益者ではなしむし

ろ大人を介して世界に参加すると同時に新しい世界を創造する存在である (Cole，1996)と捉え

たならば，こうしたズレの存在こそが発達の原動力になる.これは，-支援=制約」による環境

の柔軟なデザイン(Valsiner，1987)の問題でもある.また，最近接発達領域を「自由行為場(field

of free action) J と「促進行為場 (fieldof promoted action) Jの出会いの領域 (Reed，1993) 

として取り上げる時，重要な発達の一般問題となる.今後，本研究の分析対象としている食介

助においても，その理論的検討が求められる.もう一つは時系列的分析の必要性である.今回

は11ヶ月の乳児の食介助の一場衝を分析しただけである.しかし，保育者と子どもの交渉のあ

り方は子どもの技能変化に応じて変わっていくはずである.パンを自分でちぎれるようになる，

自分でスプーンで掬えるよ 7になる，さらには縁がない精子でも転ばないで廃位で居られる，

有意味発話が可能になる等々，子どもの状態の変化によって保育者の介助の内容，保育者の関

わり方も変わることが予想、できる.このような子どもの成長に応じた共毘性自体の変化を追う

必要があるだろう.
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最後に指摘したいのは，分析単位の問題である.今国は，一つのエピソードを，子どもが食

べ物を食べる，あるいは実際にはロに入らないとしても，食べることを前提に口に運ぶまでと

した.単純化して描くならば i保育者あるいは子どもが食べ物を口に運ぶ→口に入れる，口を

閉じる→食べものが口から良され，次のものを運ぶ動作に移行する」が一つのエピソードとし

て取り出された.だが，実際には，子どもが食べ物を拒否し，それに保育者が口の前に食べ物

を提示し続けるといったように，このシーケンスはいつも願序よく実行されるわけではない.

また，一つの行為の始まりを保育者の食べ物を運ぶ時点から，子どもが食べる時点への変化と

して捉えようとしていることも再検討が必要で、ある.何故なら，子どもがある食べ物に注視す

ることを保育者が認知し，子どもの口にその食べ物を運んだ場合もあると考えられるからだ.

そうした保育者の行為が何に応答する行為なのかを考醸せずに，すべてを保育者から始まるエ

ピソードとして描くことには問題がある.このように「食べるJ というエピソードがどこから

始まり，どこで終わるのかという分析単位の設定は自明のものではない.そこにはトランスク

1)ブト作成に伴う一般問題(石祭他， 2003)が存在する.つまり， トランスクリプトには常に

分析者の理論が潜在しているのであり，本研究の分析においてもそのことを無視することはで

きず，今後さらに検討が必要である.
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[Abstractl This study investigated the feeding interactions b巴tweenan infant and a 

teacher from the theoretical standpoint of“a meal as a social event." The unique 

aspects of this theory are discussed and its contrast with biological theories is illus-

trated. The mealtime behavior of an eleven-month-old weaned male infant is anal-

yzed to show how a teacher assists an infant's eating behavior， and the infant's activ巴

participation in a meal event during th巴babyfood period. The infant was record巴d

by video as he sat on a baby-chair and ate. Examination of the videotape indicated 

the following characteristics; (1) when the infant ate bread， the teacher's indirect 

assistance gradually became more direct. It is presumed that the teacher expected 

that the baby would become an active person capable of eating by himself in the future. 

(2) While the teacher did not eat anything， her expression when the infant ate stew and 

boiled food suggested“very tasty". It is suggested that this functioned as an advanced 

organizing framework to impress the value of the situation on the infant. (3) The 

infant did not eat when the teacher offered food， causing the teacher to tenaciously 

negotiate with the infant to eat it. This demonstrates that even an infant， who needs 

assistanc巴ineating， can control what will be eaten next through refusal. Clearly， the 

teacher played three roles; (l)as a co-actor， assisting the infant's action， (2) as an 

evaluator， evaluating it， and (3) as a tempter， leading the infant to do new things 

[Key W ordl meal time， care， nursery activity， infant， sociohistorical approach 


